
請負事業体及び立木販売における災害発生報告(休業４日以上) 

                                                                      ２５－２ 

 １  署   等   名            富 山 森 林 管 理 署  

 ２  事 業 の 種 類             請負事 業 (治山事 業）   

 ３  災 害 発 生 日 時 等            

 

 平成２ ５年７ 月８日 （月）１ １ 時３０分 頃発生   

  怪我 の程度 ：左脛骨 、腓骨 開放骨 折、下 腿挫滅 創   休業見込 み：約 ３ヶ月  

 ４  災 害 発 生 場 所             富山県 中新川 郡上市 町   早月国 有林 128・ 129林班 地内  

 ５  契 約 相 手 方             中 越 興 業 ㈱ ・ 宮 口 建 設 ㈱ 経 常 建 設 共 同 企 業 体  

 ６  事 業 実 行 事 業 体              同 上  (下 請 ： 古 栃 建 設 ㈱ ) 

 ７  被 災 者 年 齢 等            

 

年 齢：３ ０歳   性 別：男   ２ の事業 の経験 年月日 ：５年  

 雇用区 分：常 雇      社会保 険等加入 状況： 労災、 雇用、 健康、 厚生、 建退     

 ８  従 事 作 業             重 機 運 転           

 ９  災 害 概 況            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当日、７時５０分に現場事務所へ出勤した被災者は、同僚４名(現場代理人Ａ、監理技術者Ｂ、作業員ＣＤ)と作業打合せ及びリス

クアセスメント危険予知を実施した後、作業員ＣＤは型枠設置作業へ、被災者は７月６日の大雨によって床固工上流部に流入した土

砂の処理及び仮締切堤の復旧・補強を行った。 

１１時３０分頃、作業を終了して他の現場へ移動するため重機を自走中、突然資材運搬路の路面が沈下し始め重機が傾き、その反

動で左足がキャビン外に出たため、傾いた重機と巨石石積護岸の天端コンクリートとの間に左足首を挟まれ受災した。 

被災者の異常を伝える声を聞いた作業員Ｃは、現場代理人Ａ及び監理技術者Ｂ、作業員Ｄに伝えるとともに現場にあった他の重機

でそれ以上重機が傾かないよう処置をし、１１時５０分頃１.５ｋｍ下流の馬場島キャンプ場で公衆電話により救急車を要請した。 

１２時２０分頃救急車が、少し遅れてレスキュー隊が到着し救出作業を行った。 

１４時００分頃県警のヘリコプターで医師２名が馬場島キャンプ場に到着した後、１４時１５分頃被災者を救出し、ヘリコプター

で病院に搬送した。 

 

1 0  そ の他特 記すべき 事項  

 

 当 該 河 川 は 、 ７ 月 に 入 り 大 雨 が 続 い た こ と に よ る 増 水 で 河 床 が 洗 掘 低 下 し 、 今 回 沈 下 し た 資 材 運 搬 路

の 巨 石 石 積 護 岸 の 下 部 が 欠 損 し 空 洞 と な っ て い た と 思 わ れ る が 、 路 面 等 の 異 常 は 認 め ら れ な か っ た 。  
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災害状況写真


